
口
の
中
居
田
橋
、
彩
湖
・

道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
と

の
連
絡
等
、
周
辺
住
民
の

環
境
保
全
、
利
用
者
の
利

便
性
を
考
慮
し
た
整
備
計

画
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

都
市
整
備
部
長

②
③
水

や
緑
の
散
策
の
治
安
対
策

の
一
環
と
し
て
、
照
明
灯

の
設
置
等
を
含
め
、
検
討

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
路

面
の
ひ
び
割
れ
に
つ
い
て

は
、
道
路
を
管
理
す
る
中
で
、

維
持
補
修
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

水
泳
競
技
に
測
定
機
の
導
入
を

議
員

毎
年
２
〜
３
名
の
全
国

水
泳
大
会
出
場
者
や
市
民
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
、
自
動

測
定
機
の
設
置
要
望
が
あ
る
が
、

導
入
の
考
え
は
。

教
育
部
長

埼
玉
県
ジ
ュ
ニ
ア

委
員
会
主
催
の
大
会
で
は
、
水

泳
大
会
用
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
マ
ー

シ
ス
テ
ム
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
日
本
水
泳
連
盟
公
認
記

録
と
な
り
、
対
応
が
可
能
で
す
。

今
後
は
、
同
委
員
会
が
所
有

し
て
い
る
同
等
の
も
の
を
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

図
る
上
で
意
義
が
あ
り
ま
す
。

部
活
動
指
導
員
に
よ
る
成
果
も

上
が
っ
て
お
り
、
14
年
度
は
21

名
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
「
部
活
動
の
あ
り
方

に
関
す
る
研
究
委
員
会
」
の
答

申
を
参
考
に
、
部
活
動
の
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
非
常
勤
職
員
の
採
用
は
研

究
課
題
と
い
た
し
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
新
設
を

議
員

中
高
年
の
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
近

年
普
及
し
て
い
る
が
、
中
高
年

の
健
康
増
進
の
た
め
に
も
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
新
設
を
。

教
育
長

グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
団
体
も
多

く
な
っ
て
お
り
、
荒

川
処
理
セ
ン
タ
ー
の

上
部
利
用
計
画
の
中

で
検
討
し
た
い
。

都
市
整
備
部
長

荒

川
運
動
公
園
（
荒
川

河
川
敷
）
の
、
市
が

占
用
し
て
い
る
公
園

の
多
目
的
広
場
が
十

分
利
用
可
能
と
思
う

の
で
、
研
究
課
題
と

し
た
い
。

報
の
募
集
欄
は
、
も
っ

と
詳
し
く
掲
載
し
て
は

ど
う
か
。

総
合
政
策
部
長

市
民

参
加
枠
を
実
り
あ
る
も

の
に
す
る
に
は
細
部
の

工
夫
が
必
要
で
あ
り
、

参
考
に
な
る
提
案
を
十

分
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
、
選
考
過

程
の
ル
ー
ル
の
明
確
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

広
報
の
掲
載
方
法
も
、

十
分
配
慮
し
て
い
き
ま

す
。

川
岸
橋
た
も
と
に
歩
道
設
置
を

議
員

川
岸
橋
南
詰
め
西
側
道

路
は
、
歩
行
者
や
自
転
車
利
用

者
に
危
険
な
箇
所
で
あ
る
。
堤

防
上
部
を
利
用
し
た
張
り
出
し

通
路
を
設
け
て
、
安
全
性
を
高

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

県
は
、
河
川

の
管
理
上
、
難
し
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
こ
の
地
点
は
将
来
、

環
境
に
配
慮
し
た
緑
化
護
岸
と

す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、

歩
道
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
、
県

に
申
し
入
れ
て
い
き
ま
す
。

補
助
額
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
公

営
住
宅
と
民
営
借
家
の
差
は
、

約
４
５
０
倍
の
格
差
が
あ
り
、

家
賃
補
助
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
大
き

な
規
模
の
事
業
と
な
る
こ
と
か

ら
、
市
単
独
で
は
困
難
な
面
が

あ
り
ま
す
。

公
募
市
民
選
考
に
ル
ー
ル
必
要

議
員

審
議
会
等
の
公
募
市
民

の
選
考
は
、
応
募
市
民
へ
の
説

明
会
、
事
前
学
習
会
、
自
由
討

論
な
ど
を
経
て
選
ぶ
な
ど
、
て

い
ね
い
に
す
る
と
と
も
に
、
市

全
体
の
選
考
ル
ー
ル
の
明
確
化

と
、
透
明
性
向
上
を
図
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
広
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議
員

処
理
セ
ン
タ
ー
上
部
利

用
「
大
地
の
森
」
計
画
の
表
玄

関
と
も
な
る
、
荒
川
左
岸
排
水

路
の
遊
歩
道
計
画
に
、
奥
入
瀬

や
尾
瀬
の
よ
う
な
、
緑
の
自
然

環
境
に
溶
け
込
め
る
よ
う
な
木

道
や
ポ
ケ
ッ
ト
デ
ッ
キ
を
所
々

に
計
画
的
に
設
置
し
て
、
桜
や

新
緑
、
紅
葉
の
中
を
散
策
で
き

る
遊
歩
道
を
作
っ
て
は
。

都
市
整
備
部
長

潤
い
と
安
ら

ぎ
の
あ
る
、
魅
力
的
な
川
づ
く

り
を
目
指
す
環
境
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
木
道
や
ポ
ケ
ッ

ト
デ
ッ
キ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

コ
ス
ト
、
管
理
、
治
水
の
確
保
、

桜
並
木
の
活
用
等
に
つ
い
て
、

地
元
の
皆
様
と
相
談
し
な
が
ら

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

①
上
部
空
間
10
年
後
の

供
用
開
始
に
備
え
て
、
美
女
木

の
草
刈
橋
、
修
行
目
橋
、
笹
目

の
中
居
田
橋
、
天
王
橋
、
下
町

橋
等
か
ら
「
大
地
の
森
」
へ
の

ア
ク
セ
ス
と
し
て
の
、
周
辺
道

路
の
整
備
は
。

②
水
辺
や
緑
の
中
で
の
散
策
が
、

快
適
で
、
安
全
に
行
え
る
治
安

対
策
は
。

③
排
水
路
沿
い
の
地
盤
沈
下
等

と
見
ら
れ
る
、
路
面
の
ひ
び
割

れ
等
護
岸
工
事
の
優
先
性
は
。

総
合
政
策
部
長

①
自
動
車
進

入
口
の
草
刈
橋
、
歩
行
者
進
入

議
員

①
新
分
別
に
よ
る
ご
み

減
量
の
成
果
が
出
て
い
る
が
、

燃
え
な
い
ご
み
の
回
収
日
を
週

２
回
に
し
て
ほ
し
い
、
と
の
市

民
の
強
い
要
望
が
あ
る
が
。

②
資
源
回
収
の
古
紙
で
あ
る
新

聞
を
、
市
の
委
託
業
者
以
外
の

業
者
に
持
ち
去
ら
れ
る
事
態
が

発
生
し
て
い
る
が
、
市
は
ど
の

よ
う
に
対
処
し
、
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

①
新
分
別
に

よ
る
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

化
が
順
調
に
実
施
さ
れ
、
６
ヵ

月
で
29
％
の
減
量
が
で
き
ま
し

た
。
回
収
日
を
増
や
す
こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
実
績
状
況

を
分
析
し
、
検
討
い
た
し
ま
す
。

②
資
源
物
の
持
ち
去
り
に
つ
い

て
は
、
市
と
警
察
で
、
そ
の
対

応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市
と

し
て
は
、
所
有
権
を
明
確
化
す

る
看
板
を
、
各
ご
み
集
積
所
に

取
り
付
け
る
こ
と
で
対
応
い
た

し
ま
し
た
。

現
在
、
講
じ
て
い
る
対
策
は
、

狢
市
は
県
の
担
当
課
に
連
絡
し
、

県
警
本
部
が
業
者
に
注
意
を
促

す
。
狠
ご
み
集
積
所
に
看
板
を

掲
示
し
、
業
者
に
注
意
を
促
す
。

爲
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
巡
回

中
、
持
ち
去
り
業
者
を
見
つ
け

た
場
合
、
集
積
所
に
戻
さ
せ
、

市
外
へ
追
い
出
す
等
の
対
策
を

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
そ
の

他
に
も
有
効
な
方
法
が
あ
る
か

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
飼
育
動
物
の
取
り
組
み
は

議
員

学
校
で
飼
育
さ
れ
て
い

る
動
物
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

ち
は
生
命
の
尊
さ
、
思
い
や
り
、

優
し
さ
な
ど
の
心
を
育
み
、
人

と
し
て
の
土
台
を
つ
く
る
。

し
か
し
、
飼
育
に
当
た
っ
て

感
染
症
や
衛
生
面
、
動
物
飼
育

の
知
識
や
休
日
当
番
の
問
題
な

ど
が
あ
り
、
学
校
獣
医
師
制
度

を
導
入
し
て
い
る
本
市
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
部
長

全
小
学

校
を
６
名
の
獣
医
師

が
担
当
し
、
小
動
物

の
治
療
や
飼
育
指

導
、
飼
育
の
知
識
提

供
や
環
境
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
の
協
力
を

得
て
い
ま
す
。

児
童
の
心
を
育
む

教
育
活
動
を
行
う
た

め
に
も
、
飼
育
環
境

の
整
備
を
し
、
衛
生

面
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

議
員

高
齢
者
の
福
祉
施
策
の

う
ち
、
住
ま
い
を
確
保
す
る
施

策
が
手
薄
で
あ
る
。
民
間
賃
貸

住
宅
に
住
む
高
齢
者
で
無
年
金

者
な
ど
、
対
象
者
の
所
得
を
厳

格
に
把
握
し
た
上
で
、
家
賃
助

成
を
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長

民
営
借
家
に
住
む
、

市
民
税
非
課
税
の
高
齢
者
世
帯

は
、
約
３
２
０
世
帯
あ
る
も
の

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に

助
成
す
る
こ
と
は
、
居
住
安
定

に
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考

え
ま
す
。

国
の
所
有
別
一
戸
当
た
り
の

議
員

①
新
学
習
指
導
要
領
に

よ
る
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

学
校
週
五
日
制
の
導
入
に
よ
る

学
力
低
下
や
、
児
童
生
徒
の
評

価
方
法
の
改
正
に
よ
る
問
題
も

出
て
い
る
。
新
教
育
長
は
、
戸

田
市
の
教
育
改
革
の
柱
を
ど
こ

に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
中
学
校
の
通
学
区
の
ブ
ロ
ッ

ク
別
選
択
制
に
よ
っ
て
、
学
校

間
の
競
争
原
理
に
よ
る
教
育
的

効
果
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
学
校
の
特
色
づ
く
り

や
生
徒
の
個
性
、
地
域
に
合
っ

た
学
校
運
営
が
で
き
る
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

③
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
生
徒
の
成

長
や
人
格
形
成
で
重
要
と
思
う

が
、
指
導
す
る
担
任
教
師
が
不

足
し
て
い
る
。
部
活
動
指
導
員

を
採
用
す
べ
き
と
思
う
が
。

教
育
長

①
将
来
を
見
通
し
、

国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
改
革
を

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
確
か
な
力
」「
豊
か
な
心
」
の

育
成
を
目
指
し
、
地
域
や
市
民

の
信
頼
に
応
え
る
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

②
学
校
選
択
制
の
導
入
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
別
選
択
制
等
も
含
め
、

ど
の
よ
う
な
学
校
選
択
制
が
あ

る
か
、
今
後
の
検
討
課
題
と
考

え
て
い
ま
す
。

③
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
生
徒
の
心

身
の
健
全
育
成
と
人
間
関
係
を
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　　　　　　　　持ち去り対策�

�
　　「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

通学区の選択制�

▲春には桜が満開になります

▲いい方向ですよ ▲持ち去り禁止！

▲気をつけてください


